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特
定
車
を
除
い
て
、

白
石
市
行
政
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
綱
を
策
定

　
現
在
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
ま
く

社
会
情
勢
は
、
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
加
え
、
国
、
県
な
ど
か
ら
の
補

助
金
な
ど
の
引
き
下
げ
に
よ
る
財
源

不
足
か
ら
生
じ
る
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
市

民
の
行
政
に
対
す
る
期
待
、
要
望
は

年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
多
♪
．
、
の
市
民
の
二
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の

見
直
し
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
一

日
「
自
石
市
行
政
事
務
改
善
委
員
会
」

を
設
置
し
、
行
政
事
務
の
改
善
及
び

能
率
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
四
月
に
は
、
市
長
を
本

部
長
と
す
る
「
白
石
市
行
政
改
革
推

進
本
部
」
を
新
た
に
設
け
る
と
と
も

に
、
十
人
の
市
民
代
表
者
に
よ
る
「
白

石
市
行
政
改
革
懇
談
会
（
大
沢
陽
会

長
）
」
が
六
月
に
設
置
さ
れ
、
各
方
面

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

改
革
推
進
の
提
言
を
と
り
ま
と
め
、

十
月
四
日
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
白
石
市
行
政
改
革
推
進
本
部
（
本

部
長
・
自
石
市
長
）
」
は
、
提
言
を
最

大
限
尊
重
し
「
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
、
そ
の
内
容
等
を
市
議
会
全
員

協
議
会
に
お
い
て
説
明
し
、
実
施
に

あ
た
り
議
会
に
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
〔
．

　
行
革
推
進
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
こ
そ
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
・

白
石
市
行
政
改
革
大
綱

－
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」
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本
市
を
取
り
ま
く
厳
し
い
行
財

政
環
境
の
な
か
で
、
多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
し
つ
つ
、
水
、

時
、
人
の
流
れ
に
沿
っ
て
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
次
の
改
革
を
進

め
る
。

幽
私
道
等
の
維
持
修
繕
に
係
る

　
　
　
　
　
負
担
区
分
に
つ
い
て

　
私
道
等
の
維
持
修
繕
に
係
る
負

担
区
分
を
明
確
に
し
て
、
生
活
道

等
の
整
備
促
進
を
図
る
。

囹
市
直
営
事
業
に
つ
い
て

　
市
が
行
う
舗
装
事
業
等
の
直
営

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を

検
討
し
て
、
委
託
ま
た
は
請
負
等

で
施
行
す
る
。

囹
市
と
土
地
改
良
区
と
の

　
　
　
負
担
の
明
確
化
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
区
が
水
利
権
を
有
し

て
い
る
水
路
の
維
持
、
修
繕
に
係

る
負
担
区
分
を
明
確
に
す
る
。

圏
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

審
査
基
準
を
定
め
、
交
付
の
抑
制

を
図
る
。

囹
使
用
料
、
手
数
料
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　
料
金
の
見
直
し
に
当
っ
て
は
、

他
市
町
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
適

正
な
料
金
に
改
定
す
る
。
．

幽
情
報
公
開
制
度
に
対
処
す
る

　
　
　
　
文
書
の
整
備
に
つ
い
で
、

　
情
報
公
開
制
度
に
対
応
で
き
る

よ
う
収
納
庫
等
と
含
わ
せ
て
整
備

を
進
め
る
。

囹
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
は
、

組
合
が
事
業
主
体
で
進
め
る
よ
う

指
導
を
行
う
。

園
公
用
車
の
効
率
化
に
つ
い
て

○
集
中
管
理
に
つ
い
て

　
特
定
車
を
除
い
て
集
中
管
理
と

す
る
。

○
軽
自
動
車
へ
の
切
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
購
入

車
は
軽
自
動
車
と
す
る
。

○
中
型
バ
ス
の
使
用
規
程
の

　
　
　
　
　
　
廃
止
に
つ
い
て

　
現
有
車
限
n
で
中
型
バ
ス
使
用

規
程
を
廃
止
す
る
。

囹
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
の

　
　
　
　
　
　
　
委
託
に
つ
い
て

　
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
の
管

理
を
民
間
に
委
託
す
る
。

囹
市
営
授
産
所
の

　
　
　
　
　
事
業
委
託
に
つ
い
て

　
市
営
授
産
所
の
事
業
と
管
理
を

心
身
障
害
児
育
成
会
に
委
託
す
る
。

囹
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
・
業
の

　
　
　
　
　
　
　
委
託
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
入
ホ
ー
ム
八
宮
荘

に
デ
f
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
委

託
す
る
。
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圏
出
張
所
、
分
室
の

　
　
　
　
　
　
効
率
化
に
つ
い
で
、

○
出
張
所
に
つ
い
て

　
出
張
所
の
機
構
及
び
所
掌
事
務

を
改
め
る
。
連
絡
所
と
し
、
法
令

2

に
基
づ
く
諸
届
出
は
本
庁
扱
い
と

す
る
。

　
諸
証
明
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
7
ン
ミ
リ
を
も
っ
て
処
理
す
る
。

○
分
室
に
つ
い
て

　
分
室
を
廃
止
し
、
事
務
の
総
て

を
本
庁
扱
い
と
す
る
。
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囹
課
の
統
合
に
つ
い
て

　
保
険
課
と
衛
生
課
を
統
合
し
、

保
険
衛
生
課
と
す
る
。
税
務
課
に

保
険
税
の
賦
課
徴
収
事
務
を
加
え

る
o囹

係
の
統
合
に
つ
い
て

　
係
を
統
合
し
、
担
当
範
囲
を
拡

謝
　
　
　
鞍
い
商
ト
　
画

事奪二
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幽贈

大
す
る
。

囹
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

○
選
挙
に
ょ
る
委
員
の
定
数
を
1
4

名
か
ら
1
0
名
と
す
る
。
（
改
選
昭
和

62

年
7
月
）

O
事
務
局
長
は
、
農
林
課
長
併
任

と
す
る
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

　
事
務
局
長
は
、
総
務
課
長
併
任

と
す
る
。

囹
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
法

　
　
　
　
　
　
　
適
用
に
つ
い
て

　
下
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企

業
法
の
財
務
規
定
を
適
用
し
、
上

水
道
と
共
同
処
理
を
行
う
。
（
6
3
年

度
）

圏
教
育
委
員
会
行
政
組
織
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

O
事
務
局
に
っ
い
て

　
事
務
局
の
3
課
を
統
合
し
て
管

理
課
と
す
る
。

○
教
育
機
関
に
つ
い
て

　
中
央
公
民
館
に
大
平
、
福
岡
、

深
谷
公
民
館
担
当
職
員
を
置
く
。

　
地
区
公
民
館
の
職
員
は
、
連
絡

所
職
員
併
任
と
し
、
館
長
は
連
絡

所
員
を
も
っ
て
充
て
る
。
〔
各
館
長

任
期
満
丁
時
発
令
）

○
図
書
館
に
つ
い
て

　
貸
出
し
業
務
を
パ
ー
ト
化
す
る
．
．

○
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
調
理
員
の
欠
員
は
、
ぺ
ー
ト
化

す
る
。

○
市
長
部
局
よ
り
教
育
委
員
会
部

局
に
移
管
す
る
施
設

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
働
く
婦

人
の
家

囹
消
防
団
の
組
織
等
の

　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　
行
政
区
の
統
合
と
併
せ
て
、
組

織
等
を
検
討
す
る
。
（
昭
和
6
5
年
度
）

囹
各
種
委
員
会
の
廃
止
に
つ
い
て

○
公
平
委
員
会
の

　
　
　
　
　
事
務
委
託
に
つ
い
て

　
白
石
市
公
平
委
員
会
設
置
条
例

を
廃
止
し
て
、
宮
城
県
人
事
委
員

会
に
委
託
す
る
。

○
自
石
市
行
政
区

　
　
　
　
調
整
委
員
会
に
つ
い
て

　
白
石
市
行
政
区
調
整
委
員
会
を

廃
止
す
る
。

囹
行
政
区
の
統
合
に
つ
い
て

　
行
政
区
鵬
を
統
合
、
分
割
し
て
、

69

行
政
区
と
す
る
．
．

幽
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

　
市
が
管
理
し
て
い
る
公
園
の
担

当
課
を
都
市
計
画
課
と
す
る
。

囹
職
員
の
宿
直
制
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　
宿
直
制
に
つ
い
て
は
廃
止
し
て
、

業
務
委
託
の
方
向
で
検
討
す
る
、
、

竃
。
興
隔
奮
理
凸
』
『
　
一
、
L

囹
職
員
定
数
の
是
正

　
白
石
市
職
員
の
現
員
娩
名
を
41

名
減
員
し
て
、
姫
名
と
す
る
。
（
昭

和
6
6
年
度
）

　
囹
臨
時
職
員
（
日
日
雇
用
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
抑
制
に
つ
い
て

　
　
臨
時
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

　
特
定
職
（
保
母
、
調
理
員
等
）
以
外

　
に
つ
い
て
は
雇
用
を
抑
制
す
る
．
）

　
囹
用
務
員
及
ぴ
調
理
員
の
定
年

　
　
用
務
員
及
び
調
理
員
の
定
年
を

　
一
般
職
と
同
じ
年
齢
6
0
年
と
す
る
。

　
　
　
旨
し

　
　
O
A
化
を
推
進
し
て
事
務
を
改

　
善
し
効
率
化
を
図
る
。
（
実
施
項
目

　
は
O
A
部
会
で
検
討
）

噸
縮
箏
う
困
正
■
に
仁
で
！

幽
給
与
等
に
つ
い
て
は
逐
次
適
正

な
水
準
に
是
正
を
図
る
。

圏
特
殊
勤
務
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

県
内
都
市
動
向
等
を
見
き
わ
め
て

見
直
し
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
楚
趣
轡

　
　
　
　
　
　
　
‘
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漂
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ぎ
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睡
貨
勤
，

　
昭
和
五
十
九
年
度
｝
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
八

十
七
億
｝
千
百
万
円
で
前
年
度
よ
り
二
二
二
％
、
歳

出
決
算
額
は
八
十
三
億
五
千
三
百
万
円
で
『
・
八
％

と
厳
し
い
財
政
事
情
を
反
映
し
て
低
い
伸
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

謙撚覇

歳
入
歳
出
差
引
残
額
三
億
五
千
八
百
万
円
か
ら
翌

年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
八
千
百
万
円
を
差
し
引
い

た
二
億
七
干
七
百
万
円
が
決
算
剰
余
金
で
、
こ
の
う

ち
一
億
三
千
九
百
万
円
が
財
政
調
整
基
金
に
積
立
て

ら
れ
た
ほ
か
、
一
億
三
千
八
百
万
円
が
翌
年
度
へ
繰
－

越
さ
れ
ま
し
た
。

闊
國
囚
剛
圏
國
を
み
ま
す
と
、
地
方
交
付
税
、
国
県

支
出
金
、
市
債
な
ど
の
國
圏
は
四
十
三
億
五
千

四
百
万
円
で
全
収
入
の
五
〇
％
、
市
税
、
繰
越
金
、

諸
収
入
な
ど
の
周
園
は
四
十
三
億
五
千
七
百
万

円
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と
了
六
ポ
r
ン
ト
増
え
．
．

て
五
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

す
。

　
次
い
で
道
路
・
橋
梁
の
新
設
改
良
、
土
地
区
画
整

理
、
住
宅
建
設
、
災
害
復
旧
な
ど
を
行
っ
た
土
木
費

が
十
一
億
八
千
二
百
万
円
で
第
二
位
、
第
三
位
は
生

活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
る
民
生
費
が
十
一
億
八
千
万
円
、
第
四
位
は
総
務

費
の
十
億
七
千
七
百
万
円
、
第
五
位
は
小
中
学
校
施

設
の
整
備
、
プ
ー
ル
建
設
な
ど
を
行
っ
た
教
育
費
の

！
｝

、
↓
嬉
　
」

［
“η

、
、
［

「窄　
〕

係
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収
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緬
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驕
簡
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黙
穫
籍
鰺
鵜

善
事
業
な
ど
を
行
っ
た
農
林
水
産
業
費
が
十
六
億
四
小

千
九
百
万
円
で
前
年
同
様
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
勧

が
、
こ
の
中
に
は
国
鉄
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
渇
水
祝

対
策
事
業
費
十
億
三
千
四
百
万
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
　
　
隔
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耀
聴

瀞
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九
億
九
千
六
百

　
　
　
万
円
、
以
下
衛

　
勧

　
　
』

　
　
一

　
　
　
生
費
七
億
七
千

　
　
　
五
百
万
円
、
公

　
　
　
債
費
六
億
九
千

　
　
レ
万
円
、
消
防
費

　
　
　

　
　
一
二
億
五
千
六
百

　
　
櫛
万
円
、
馨
費

　
　
学
一
億
六
千
百
万

　
　
囚
円
、
災
害
復
旧

滅
　
　
劇
費
一
億
五
千
九

　
　
▲
百
万
円
、
商
工

　
　
　
費
一
億
五
千
八

　
　
　
百
万
円
、
労
働

　
　
　
費
六
千
九
百
万

　
　
　
円
の
順
と
な
っ

　
　
　
て
い
ま
す
。
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歳出83億5，274万円

0

4

8

12

6
億

－
（

農
林
水
産
業
費

（単位千円）

土
木
費

7％1

民
生
費

総
務
費

教
育
費

衛
生
費

公
績
費

労働費一
69，364

（0．8％）

商工費

158，161（　　158，161（1，9％1

　　　災害復旧費一
　　159，288（1．9％）

　　　議会費
　　　　160，939（1

　　　　　消防費
　　　　　　256，：

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　人
S．60，3．31日現在担

1，9％）

313（3．1％）

689，701（8，3％

　　　774，892（9

　　　　　　995，57

　　　　　　　　1．07
〉曝1総結」

　人口42，390入　　1，182，424（14．2％

在世帯数11，478戸　　　　　　1．649，222（19

特別会計

●国民健康保険事業

　予算額17億5，834万円
　収入済額　17億4，000万円

　支出済額　16億9，008万円

1，199万円

1，133万円

1，126万円

●簡易水道事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

3億i8，926万円

3億8，893万円

3億8，893万円

●下水道事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

4，080万円

4，037万円

4，037万円

●地方卸売市場事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

12億1，336万円

11億9，771万円

11億9，769万円

●老人保健

　予算額
　収入済額
　支出済額

上水道事業会計

●収益的収入及び支出

　　　（経常経費1

　　収入予算額　　3億　183万円

　　収入済額　　3億3，172万円

　　支出予算額　　2億7，298万円

　　支出済額　2億6，064万円

●資本的収入及び支出

　　　　　（投資的経費）

　　収入予算額　　　4，082万円

　　収入済額　　 4，116万円

　　支出予算額　　1億1．295万円

　　支出済額　　1億　889万円

5



仮
称
東
中
学
校
建
設

　
　
　
　
　
造
成
工
事
進
行
ノ

市

長

日

誌
一

下
八
市
十
一
町
の
上
水
道
、
農
用
水
、

工
用
水
の
供
給
を
行
う
水
が
め
で
あ

る
。
式
後
、
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
協

議
会
、
仙
塩
地
区
水
道
対
策
協
議
会
、

七
ヶ
宿
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

の
三
団
体
に
よ
る
協
賛
会
の
会
長
と

し
て
祝
賀
会
を
主
催
す
る
。
十
月
八

日
建
設
省
に
対
し
七
ヶ
宿
ダ
ム
早
期

完
成
を
陳
情
し
た
経
緯
も
あ
り
、
一

日
も
早
い
竣
工
を
期
待
す
る
。

6

　
仮
称
東
中
学
校
の
用
地
造
成
工
事

は
、
九
目
十
三
日
に
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
造
成
工
事
が
は
じ
ま
り
、

新
し
い
中
学
校
の
建
設
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
学
校
は
、
白
石
中
学
校
の

マ
ン
モ
ス
化
の
解
消
と
大
鷹
沢
中
学

校
の
適
正
規
模
化
を
目
指
し
、
適
正

な
学
校
配
置
、
人
的
、
施
設
管
理
上

の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
場
を
つ
く
る
た
め
に

計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
学
校

の
通
学
区
は
、
大
鷹
沢
中
学
校
区
域

の
全
部
と
白
石
中
学
校
通
学
区
域
の

う
ち
、
白
石
第
一
小
学
校
通
学
区
域

の
本
郷
第
一
行
政
区
、
上
郡
山
行
政

区
の
全
部
、
郡
山
行
政
区
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
竃
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
．

玉

㌦爆
地

除
く
区
域
、
自
石
第
二
小
学
校
通
学

区
域
の
う
ち
匪
．
巣
行
政
匡
の
全
部
及

び
、
柳
町
行
政
区
の
一
部
、
大
鷹
沢
第

一
区
行
政
区
域
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

　
建
設
地
は
、
新
幹
線
臼
石
蔵
王
駅

の
東
方
で
大
鷹
沢
三
沢
熊
野
堂
、
坂

端
、
麿
、
巣
芳
賀
屋
敷
、
芳
賀
屋
敷
後

山
、
柴
ノ
下
、
久
保
山
囲
で
、
白
石

市
内
・
大
鷹
沢
地
区
か
ら
も
見
え
る

と
こ
ろ
で
、
蔵
王
の
雄
姿
が
展
望
で

き
る
素
晴
し
い
環
境
で
す
。

名
称
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
！

　
現
在
、
地
権
者
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
用
地
の
買
収
が
完
丁
し
造

成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
、
昭
和
六
十
二

年
度
の
二
ヶ
年
で
、
校
舎
・
屋
体
を

建
設
し
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日

開
校
の
予
定
で
す
が
、
国
等
へ
の
届

出
等
の
関
係
か
ら
学
校
名
を
決
め
て

　
　
9
月

27

日
㈹
　
第
二
百
十
五
回
定
例
市
議

　
　
　
　
会
終
る

　
本
市
の
場
合
、
進
出
工
場
の
最
大

　
あ
い
　
ろ

の
陽
路
は
用
地
の
取
得
で
あ
る
。
こ

れ
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
白
石
土

地
開
発
公
社
定
款
を
変
更
す
る
。
用

地
の
取
得
と
造
成
を
行
う
と
共
に
、

地
権
者
に
千
五
百
万
円
ま
で
非
課
税

と
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
国
保

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
国
保
税
率

の
十
五
％
ア
ッ
プ
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
国
の
退
職
者
医
療
制
度
導

入
に
よ
る
見
込
み
違
い
が
、
重
く
国

保
会
計
に
の
し
か
か
る
。
意
に
あ
ら

ざ
る
も
や
む
を
得
ざ
る
も
の
あ
り
。

　
誘
致
企
業
の
一
つ
で
あ
る
サ
ン
・

グ
リ
ー
ン
㈱
の
落
成
式
行
わ
れ
る
。▲河川敷公園野球場開き始球式

市
長
就
任
以
来
、
五
つ
の
誘
致
工
場

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
の
落
成
で
あ
る
．
．
．

社
運
の
ま
す
ま
す
の
隆
盛
を
祈
る
。

30

日
㈲
　
ワ
コ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

　
　
　
ス
進
出
決
定

　
進
出
が
決
定
し
、
事
前
協
議
が
行

わ
れ
る
。
第
二
期
工
事
が
完
了
す
れ

ば
、
百
五
十
名
の
従
業
員
を
採
用
し
、

年
間
生
産
高
四
十
億
の
見
積
り
で
あ

る
。

　
1
0
月

5
日
出
　
白
石
市
議
会
全
員
協
議
会

　
行
革
懇
談
会
の
答
申
を
ふ
ま
え
、

大
綱
を
示
し
、
確
実
に
推
進
で
き
る

よ
う
ご
協
力
を
懇
請
す
る
。

7
日
㈲
　
自
治
省
幹
部
と
懇
談

　
鈴
木
教
育
長
と
上
京
し
、
自
治
省

石
原
事
務
次
官
と
懇
談
す
る
。
出
席

メ
ン
ベ
ー
は
次
官
の
他
に
、
森
総
務

課
長
、
柿
本
地
方
債
課
長
、
香
山
企

画
官
。
市
の
財
政
状
態
を
話
し
、
特

別
交
付
税
に
つ
き
特
に
配
慮
を
お
願

い
す
る
。

12

日
出
　
七
ケ
宿
ダ
ム
建
設
工
事

　
　
　
定
礎
式

　
宮
城
県
最
大
の
ダ
ム
で
あ
り
、
県

13

日
㈲
　
河
川
敷
公
園
野
球
場
開
き

　
国
、
県
か
ら
三
度
に
わ
た
コ
r
、
予

算
を
つ
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
異
例

の
措
置
に
よ
り
一
年
で
完
成
。
参
議

院
議
員
遠
藤
要
氏
に
始
球
式
を
お
願

い
し
、
バ
ッ
タ
ー
に
立
っ
た
と
こ
ろ

カ
ラ
振
り
す
べ
き
が
球
に
あ
た
っ
て

サ
ー
ド
ゴ
ロ
に
な
っ
た
。
汗
顔
の
い

た
り
。

聡
日
㈱
　
国
道
旧
号
線
整
備
促
進
を

　
　
　
建
設
省
に
陳
情

　
国
道
田
号
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
会
長
と
し
て
関
係
十
三
市
町
の
首

長
と
建
設
省
に
促
進
方
陳
情
す
る
。

本
市
は
郡
山
工
区
、
小
原
工
区
、
渡

瀬
工
区
の
三
重
点
工
区
を
持
つ
。
こ

と
に
郡
山
工
区
は
市
街
地
通
過
部
分

で
狭
隆
な
た
め
交
通
渋
滞
を
き
た
し
、

歩
行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

実
情
を
話
し
、
促
進
を
強
く
要
請
す

る
。
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、
罵
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藩
　だ

解．凄雷

　　待望の野球場オープン！

　　　　　　　　　　　　Cト自石川河川敷公園
　白石川緑地公園事業の一環として建設が進められ

ていた野球場が完成し、10月13日に市民待望の野球

場開きが行われました。新しい野球場は、現在の市

営球場よりもゆったセ）としたスペースで、外野にコ

ウライ芝、球場周辺にツツジが植え付けられ河川敷

緑地公園にふさわしい様相を見せています。オープ

ン式の後、この球場の完成を待ちに待っていた一般

野球チームや少年野球チームの代表によるオープン

試合が行われ、選手たちは秋空のもと元気一杯、白

球を追い駆けていました。

触　’一あ～
卿慨諏㎝

ご、準

一∫

　　園児にうどんをサービス

　　　　　　　　　　　　　　○一白石調理師会

　10月11日、白石調理師会（阿子島秀一会長）の会

員20人が、白石市大鷹沢の県整肢不忘学園（伊藤俊

夫園長）を訪れ、園児たちに「肉と油揚げうどん」

をサービスしました。会員たちは「親元を離れて療

養生活を続けている子供たちを慰めたい。」と、社会

奉仕の一環として同園を訪れました。ごちそうのう

どんは、会員らが園児そむぞれに真心を込めて作ら

れ、園児たちは、おいしいうどんのプレゼントに大

喜び、秋の昼さがり楽しい昼食会となりました。

いだわ

智

諏二
遜編

．
星

勲
　
翫

　
噛蟷芦

櫓

婚婆叶

輝

　　　　祈りを込めて定礎式

　　　　　　　　　　　　　　　　○一七ヶ宿ダム

　10月12日、七ヶ宿ダムの定礎式が関係者約501）人

が出席して七ヶ宿町のゲムサイトで行われ、この定

礎式によってダム本体の盛立て工事に拍車が掛かn

昭和64年の完成に向けて一段と弾みがっきました。

定礎式には、山本知事をはじめ東北地建局長、地元

衆参両議員、七ヶ宿安藤町長、白石川井市長、地権

者らが出席し神事を行いました。この後、木遣り唄

にのってダムの底辺部に埋め込まれる礎石が運ばれ

山本知事らが礎石にクサビを打ち込み、礎石固めを

行って式典を終えました。

　　伝統を誇り熱戦を展開！

　　　　　　　　　　　　O一第57回市民体育大会
　秋晴れの体育の日、57年の伝統を誇る市民体育大

会が、白石第二小校庭で市民約5千人が参加して、に

ぎやかに行われました。この大会は体力増進を日的

に昭和4年にスタートした伝統のあるものです。24

地区の選手団は、入場行進を皮切りに、100m競争で

スタート。年代リレーや兄弟リし一、特産の白石う

一めん味見競争、玉入れ、綱引きなど23種目に熱戦

が繰り広げられ、市民総参加でスポーツの秋を楽し

みました。主な成績は次のとおりです。

①本郷第一29。5点②本郷第三28．5点③郡山23点。

講
［
y
真

’“

誉
．
「
－
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より豊かな

農業をめざして
r飼1鵡藤，農業祭麟

開
会

び
開

内　容
一般公
及び即売
審査及

所場

白石第一小学校体育館

時　　　間

9：（〕0～16：30

9＝00～14：00

石家畜市場白9＝00～16：0（〕

生活用品総合展示会・植木・
園芸資材市・農業機械展示会
お楽しみ抽せん会

白石市農協会館
9：α）～16：00

9：00～14：00

　日

9日

10日
11）月25日

11月16日

9日

10日

　行　事　名

第1部肇囎糞

第・部欝諜婁

農業と農協展第3部

開公般石市民会館白〃〃生活改善展区立口　第

開
会

般　公

び即売及
〃〃ク

白石市物産展

登別市物産展第5部

開公般自石第一小学校体育館ク〃書写及び絵画展第6部

　家庭バレーボー1レ

　ソフトボール
芸能大会・舞踊・カラオケ大会

　ゲー　ト　ボー　ル

米の特別販売

白石市中央公民館

白石市営グラウンド

自石市民会館大ホール

臼石川緑地公園コート

白石市民会館
白石第一■」、学†交孝交庭

9：（）0～16：00

白石第一小学校校庭

10：1）0～15：00

9：00～15：00

9：00～16：〔）0

9：00～14：00

9：1）0～17：｛）0

9：00～14：00

日10レクリエーション第7部

日

日

日

日

9
10

9
10

白石市米まつり

かかしまつり

併

催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
昭
和
六
十
年
度
地
価
調
査
結
果

（
七
月
一
日
現
在
）
を
十
月
一
日
に

宮
城
県
が
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
み
な
さ
ん
が
実
際
に

土
地
の
取
引
を
さ
れ
る
時
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

国
土
利
用
計
画
法
に
ょ

勾
届
出
等
の

／／
8

／

〈
地
価
調
査
結
果
〉

取
引
価
格
審
査
の
基
礎
に
も
な
り
ま

す
。
市
内
十
基
準
地
の
標
準
価
格
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
県
内
の
標
準
価
格
を
記
載

し
た
書
面
を
市
秘
書
企
画
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

変動率
1％｝

i㎡当り単衝で円1

59．7．至60．7．三
基準地の所在及び地番弔途馴

0．174．00074．500字沢端9番1住宅地

0．129．30029．500福岡長袋字陣場ケ丘7番14ク

030．300八斗蒔28番1外〃準工業地

0．131．50031、800郡山字荒屋敷70番1住宅地

06．5006．500越河字町屋敷33番〃

0．113．10013．200白川津田字小路屋敷70番1〃

0．110．70010．800大鷹沢大町字塔ノ入45番1〃

9
一〇119．000121．000字中町4番商業地

013．300！3．300郡山字東中堀，20番外工業地

0
・

10アーノレ

310．000

10アール

310．000福岡蔵本字番小屋46番2地林

　
昨
年
十
『
月
開
催
さ
れ
、
好
評
を
得
ま
し
た
北
海
道
登
別
市
の
「
観

光
と
物
産
展
」
が
、
こ
と
し
も
白
石
市
農
業
祭
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら
の
出
店
な
ら
で
は
の
「
新
鮮
さ
、
安
さ
、
珍
し
さ
」
の

テ
ー
マ
で
実
演
販
売
、
試
飲
、
試
食
を
交
え
た
即
売
会
等
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

、

、
　
零

写く

睦壌影
、
釦

　
　
　
～
鎧

　
　
　
　
　
　
［
、

、
ら

F、櫛

　
　
　
、
＼

　
、
￥

へ

▼
期
日

　
1
1
月
9
日
出

n
月
1
0
日
側

▼
会
場

歳
時
記

9
時
～
1
6
時
ま
で

9
時
～
1
4
時
ま
で

白
石
市
民
会
館

、
歓
光
屡

観
光
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

北
海
道
観
光
土
産
品

（
木
彫
品
、
装
飾
品
、
ニ
ポ
ポ
、

　
ペ
ン
ダ
ン
ト
他
）

北
海
道
物
産
品

（
農
産
物
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
類
等
）

北
海
道
海
産
物

（
新
巻
サ
ケ
、
筋
子
、
タ
ラ
コ
、

　
ほ
た
て
ク
ン
セ
イ
、
紅
サ
ケ
ク

　
ン
セ
イ
、
珍
味
類
）

登
別
温
泉
特
産
品

（
ワ
サ
ビ
漬
、
熊
ま
ん
じ
ゅ
う
、

　
北
海
最
中
、
バ
タ
ー
せ
ん
べ
い
、

　
雪
の
花
、
わ
か
き
っ
こ
い
も
、

　
あ
げ
い
も
っ
こ
、
バ
タ
ー
あ
め
、

　
コ
ン
ブ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
）

垂
一
ゾ
～
－

佐
々
木
　
秀
峰
氏

一》

輪
，
ダ

　
庶
民
の
食
卓
か
ら
は
縁
遠
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
マ
ツ
タ
ケ
で
す
が
、

い
っ
た
い
今
、
ど
の
く
ら
い
採
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
林
野
庁
の
調
べ
で
は
、
昨
年
の

国
内
生
産
高
は
約
百
八
十
ト
ン
。

国
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、
一
・

五
グ
ラ
ム
と
い
う
微
量
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
輸
入
高
は
千
八

十
二
ト
ン
。
内
訳
は
韓
国
六
百
二

十
九
ト
ン
、
北
朝
鮮
三
百
七
十
五

ト
ン
、
カ
ナ
ダ
六
十
六
ト
ン
な
ど
。

日
本
の
店
頭
に
並
ぶ
マ
ツ
タ
ケ
の

八
六
％
は
輸
入
品
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
飛
行
機
で

送
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
北
朝
鮮
か

ら
は
直
行
便
が
な
い
の
で
北
京
経

由
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

　
今
で
は
希
少
価
値
の
国
産
マ
ツ

タ
ケ
で
す
が
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ

に
は
三
千
ト
ン
も
採
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
減
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
、
落
葉
や
小
枝
を
拾
う
人
が

少
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ

ま
す
。
マ
ツ
タ
ケ
菌
は
デ
リ
ケ
ー

ト
な
菌
な
の
で
落
ち
葉
か
き
や
下

草
刈
り
な
ど
の
手
入
れ
を
怠
る
と
、

勲
♪
ケ

他
の
菌
に
負
け
て
生
え
に
く
く
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
の
人
工
栽
培

は
と
い
う
と
、
【
昨
年
に
岡
山
県

の
試
験
場
で
菌
を
移
植
す
る
実
験

を
し
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
一
本
だ

け
生
え
て
き
た
程
度
と
か
。
マ
ツ

タ
ケ
、
シ
ョ
ウ
ロ
、
シ
メ
ジ
の
栽

培
は
か
な
り
難
し
い
よ
う
で
す
。

（
市
販
の
人
工
シ
メ
ジ
は
、
実
は

ヒ
ラ
タ
ケ
）

　
と
こ
ろ
で
十
一
月
は
、
二
十
三

日
を
中
心
に
全
国
で
農
林
水
産
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。
東
京
・
晴
海
の

貿
易
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
実

り
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
十
六
～

十
八
日
）
は
そ
の
メ
イ
ン
行
事
の

一
つ
。
マ
ツ
タ
ケ
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
の
特
産
品
の
展
示
・
即
売
が

人
気
を
集
め
ま
す
。

　
　
詞
減
【
ー
」
肯
－
哩
ベ
　
ー

　
　
難
口
、
ー
♪
、

　
　
接
肩
r
　
隔
塗
ヘ
ー
一
弓
メ
．

　
　
　
芝
－
　
露
　
　
、
」
－
－

　
　
　
》
・
　
L
郵
．
　
－
u
身
y

　
　
　
μ
，
ー
ー
～
、
一

　
写
蕪
　
．
試
一

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
「
嘗
蝋
、

9



【
材
料
】
　
（
5
人
分
）

　
豚
レ
バ
ー
励
9
、
酒
小
さ
じ
1
強
、

し
ょ
う
が
汁
少
々
、
片
栗
粉
大
さ
じ

4
、
長
ね
ぎ
％
本
、
に
ん
に
く
1
片
、

ピ
ー
マ
ン
ー
個
、
赤
唐
辛
子
2
本
、

味
噌
大
さ
じ
1
弱
、
揚
油
、
妙
め
油

大
さ
じ
3
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ
％
、

砂
糖
小
さ
じ
1
強
。

四
作
り
方
】

①
豚
レ
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
水
に
つ
け

　
て
、
何
回
か
水
を
か
え
て
血
ぬ
き

　
を
し
水
気
を
き
る
。

②
一
口
大
に
う
す
切
り
に
し
て
、
酒

　
し
ょ
う
が
汁
で
下
味
を
つ
け
、
片

　
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
熱
し
た
油
で
揚

　
げ
る
。

H
レ
バ
ー
ー

　
「
レ
バ
ー
を
料
理
す
る
の

ど
う
だ
」
　
「
食
べ
た
こ
と
が

「
気
持
ち
が
悪
く
て
イ
ヤ
だ

レ
バ
ー
は
嫌
わ
れ
も
の
で
す

う
｝
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

　
レ
バ
ー
は
赤
褐
色
を
し

た
、
内
臓
の
う
ち
で
は
特

に
大
き
な
も
の
で
す
。
最

も
大
き
い
の
は
牛
の
レ
バ

ー
で
4
㎏
以
上
は
あ
り
ま

す
。
豚
の
レ
バ
ー
は
ー
㎏

前
後
、
子
牛
で
は
蹴
9
ぐ

ら
い
で
す
。
柔
ら
か
い
う

11蔚q中》

エネル

ギー

ん
所
貝

た
自
［

鉄

ビタミ．

ンA

カル

シウム

腿
レバー

kcal

128

g
4
02

ゆ

13，0

　Iu
43，000

㎎
5

鶏
もも肉

146

18，0

1．0

75

4

豚
もも肉

158

20，4

1，2

5

が
め
ん

な
い
」

」
な
ど

が
、
も

，
つ
o

《
ヲ
．
け
，

高野静江さん（福岡長袋）

」
、
一
ク
’
　
一
　
　
　

～

　
　
　
　
　
図
噺
、
r
　
ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
…

③
ね
ぎ
は
斜
め
う
す
切
り
、
に
ん
に
　
〔

　
く
も
う
す
切
り
に
し
、
赤
唐
辛
子
、
①

　
ピ
ー
マ
ン
は
乱
切
り
に
す
る
。
（
唐

　
辛
子
、
ピ
ー
マ
ン
は
種
を
除
く
）

④
中
華
な
べ
に
油
大
さ
じ
3
を
入
れ

　
て
熱
し
、
に
ん
に
く
、
長
ね
ぎ
、
　
　
（

　
ピ
ー
マ
ン
、
赤
唐
辛
子
を
入
れ
て
②

　
妙
め
、
②
の
揚
げ
た
レ
バ
ー
を
入

　
れ
昧
噌
、
し
ょ
う
油
、
砂
糖
で
調

　
味
す
る
。
　
（
強
火
で
妙
め
る
と
、

　
で
き
あ
が
り
が
き
れ
い
で
す
。
）

◎

が

曝

＠
鴎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
に
ビ
タ
ミ
ン
A
や
B
、
鉄
分
や
た

ん
自
質
を
は
じ
め
各
種
の
栄
養
成
分

を
含
む
有
効
的
な
食
品
で
あ
り
、
ま

た
肉
に
比
べ
て
価
格
が
安
い
の
も
利

点
で
も
っ
と
注
目
し
た
い
内
臓
で
す
。

〔
お
い
し
く
料
理
す
る
コ
ツ
〕

①
必
ず
し
も
血
抜
き
を
し
た
り
、
生

　
姜
じ
ょ
う
油
に
つ
け
て
お
く
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
油
を
使
っ
て
料

　
理
す
る
と
臭
み
が
消
え
ま
す
。

（
油
で
焼
！
＼
妙
め
る
、
揚
げ
る
等
）

②
調
味
料
に
は
、
み
そ
、
し
ょ
う
油
、

　
カ
レ
ー
粉
な
ど
を
。
ま
た
一
緒
に

　
香
味
野
菜
の
に
ら
、
に
ん
に
く
、

　
に
ん
に
く
の
茎
や
生
姜
、
ね
ぎ
な

　
ど
を
使
う
と
臭
い
が
気
に
な
り
ま

　
せ
ん
。

③
レ
バ
ー
を
ゆ
で
て
か
ら
、
肉
の
か

　
わ
り
に
コ
ロ
ッ
ケ
に
入
れ
た
り
、

　
野
菜
妙
め
に
入
れ
た
り
、
ま
た
レ

　
バ
ー
を
油
で
揚
げ
て
か
ら
野
菜
と

　
妙
め
た
り
、
肉
と
同
じ
よ
う
な
取

　
り
扱
い
を
す
る
と
苦
に
な
ら
ず
、

　
作
り
や
す
く
、
食
ぺ
や
す
い
も
の

　
で
す
。

消費生活モニター調査結果
昭和60年10月1日　白石市

贔 名

1．砂 糖

2，しょう油
3，サラダ油
4．小　麦　粉

、
ノ食5

6．マーガリン
7．牛 乳

タ8
9．　ティッシュペーベー

10．ラツプ
11．プロパンガ剛ス

12．カレーライ、ス

13．　王星　　 髪　　　孝斗

14。パーマネント料

15、灯 油

16．　レギュラーガソリン

17．軽 油

18．A　重　油

銘柄・規格
上白糖　　1k日
本醸造上級濃口　1．84
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄力粉　 1kg

並　　食　　1袋
ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000c息

カルトン入り　　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡ （気体）

並　　食　（一皿）
小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカソト及
びセソト含む）

店頭価格　　182
配達料込み　　　1説

王　4　現　金
1　召　現　金
1　4　現　金

最高櫨
290円
500

445

240

170

245

280

430

180

240

5，200

450

1，800

6，000

1，450

1，450

145

100

80

最低鰻
258円
418

358

208

150

185

198

360

130

150

5，000

450

1，400

4，500

1，300

1，350

140

90

り
07

平均値
272円
459

396

219

155

206

239

392

157

196

5，087

450

1，600

5，225

1．345

1，376

143

96

76

前月平均緬格

273円
459

348

219

155

201

237

393

157

193

5，064

438

1，605

5，225

1，339

1，370

142

96

76

蝋月緬蹴

△0．4

13．8

2．5

0．8

△0．3

1．6

0，5

2．7

△0．3

0．4

0．4

0．7

備 考

上昇品目：サラダ油、

マーガリン、牛乳、ラ

ップ、プロパンガス、

カレーライス、灯油、

レギュラーガソリン、

下降品目：砂糖、バタ

横ばい品目：しょう油、

小麦粉、食パン、ティ

ッシュペーパー、パー

マネント料、軽油、重

油

ノノ

国保の優良家庭を

　表彰（192世帯）

　国保事業の中で年1回優良家庭
　を表彰しておりますが、ことしは

　この制度ができて4年目にあたり

　ます。

　これは国保の加入世帯で一家そ

　ろってお医者さんにかからなかっ

　たこと、そして保険税を年度内に

　完納し滞納のない世帯です。

　ことしも去る10月16日に4年・

　3年・2年連続表彰と1年表彰の
　方にそれぞれ表彰状と記念品を贈

　りました。

’　各地区の被表彰者数は次のとお

　りです。

各地区別被表彰世帯数

悌！

悔
　』

該当する方は手続をして下さい。

退職者医療制度
厚生年金や共済年金をもらっている69歳

までの人は退職者医療制度で受診。

国保の被保険者で、長い間会社

や役所に勤め、厚生年金保険や共

済組合などから年金をもらってい

る人とその家族は、”退職被保険者”

及びその扶養家族として、70歳に

なって老人保健に移るまで、”退職

者医療制度”という新しい制度で

診療をうけることになりました。

（昭和59年10月1日から）

退職被保険者になる人1

地区

臼石

越河
斎川
大平
大鷹沢

白川

福岡
小原

十量F

年 溺

1年

24

11

4
9

『
7

11

35

10

111

2年

15

4
4
3
り
O

6
9
3

47

3年

10

り
O

0
0
0
1
3
4

21

4隼

5
0
ワ
臼

2
0
1
1
2

13

計

54

18

10

14

10

19

48

19

192

国保に加入されている世帯の皆

さんが今後とも国保に対するご理

解とご協力をお・願いするとともに

なお・一層一家そろってご健康に留

意ください。

表彰された皆さんおめでとうご

ざいました。

白
石
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
賞
〕

中
目
正
治
郎
、
斎
藤
芳
夫
、
鎌
田

孝
市
、
遠
藤
直
之
助
、
八
島
三
郎
、

末
永
精
一
、
鈴
木
一
二
、
志
村
萬
、

佐
藤
平
一
郎
、
阿
部
功
一
、
大
浦

公
衛
、
半
沢
豊
、
高
橋
良
衛

本
郷
第
三
親
の
会
、
西
益
岡
明
正

会
連
合
会
、
田
町
相
生
会
、
柳
町

長
寿
会
、
臼
鳥
会
、
美
滝
会
、
大

平
第
八
区
子
供
会

次の3つの条件にあてはまる人

が退職被保険者となります。

1，国保の被保険者であること。

2．別項の法律にもとづく年金制度

から老齢（退職）年金をもらっ

ている人、または40歳を過ぎて

から、これらの年金加入期間が

10年以上の通算老齢（退職）年

金をもらっている人。

3．老人保健の適用をうけていない

人。

　　　　　　　　　’，1

　　　　　　　　　ひ／

（
、

資格の発生と届出　）

退職被保険者の資格は、年金の

受給権が発生した日に生じます。

年金の受給権が発生すると年金証

書が送られてきます。

　年金証書が届いたら、14日以内

に市民課または出張所の窓口に届

出てください。

届出に必要なもの一印鑑・年金証

書・国民健康保険者証

退職被保険者の条
件となる年金制度i

l　　　　　　　　　　　　　l　

11．厚生年金保険法

2，，恩給薯去　　　　　　　　　　　　　　　

，3、船員保険法

i4．国家公務員等共済組合法　　l

i5．地方公務員等共済組合法　　1

　　　　　　　　　6，私立学校職員共済組合法　　1

　　　　　　　　　；7．農村漁業団体職員共済組合法i、

乳幼児医療費受給者証は10月1日より新しくなりました。

まだ更新手続きをしていない方は、今すぐ手続きをしてく

ださい。

※手続きは麟二羅務所〕の窓・でお願いします・

臼
石
・
刈
田
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
賞
〕

斎
藤
正
志
、
成
沢
久
一
郎
、
斎
藤

貞
三
、
佐
竹
梅
寿
、
佐
藤
稔

仙
南
保
健
所
長
賞
〕

遠
藤
武
志
、
高
橋
保
衛
、
伊
藤
タ

ケ
ヲ

自
石
市
長
賞
〕

大
槻
隆
雄
、
佐
藤
三
雄
、
今
井
文
雄

　
九
月
二
十
六
日
、
白
石
市
民
会
館

第
一
集
会
室
で
、
第
十
八
回
白
石
市

公
衆
衛
生
大
会
・
各
賞
受
賞
者
の
表

彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

10

τ『　1



宙

厨

題

賜

限
り
な
い
情
熱
と
若
さ
を
込
め

県
高
校
英
語
弁
論
大
会
に
優
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
美
華
子
さ
ん

　
英
語
で
の
ス
ピ
’
チ
を
自
分
自
身
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
授

業
前
の
早
靭
練
習
、
放
課
後
の
練
習
な
ど
に
努
力
を
重
ね
、
テ
’

マ
「
ザ
・
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ユ
’
シ
ッ
ク
」
副
題
門
「
校
内
合

唱
祭
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
て
県
高
校
英
語
弁
論
大
会
に
見
事
優
勝
し
、

東
北
大
会
に
出
場
し
た
阿
部
美
華
子
さ
ん
（
一
六
）
”
白
女
高
一
年

▽
白
石
市
大
平
森
合
字
瀞
田
1
5
の
2
1
1
。

　
夏
休
み
明
け
、
県
高
校
英
語
弁

論
大
会
は
東
北
学
院
高
校
を
会
場

に
行
わ
れ
、
六
校
か
ら
男
女
九
名

が
出
場
し
英
語
の
弁
論
を
競
い
ま

し
た
が
、
美
華
子
さ
ん
は
、
一
年

生
な
が
ら
見
事
栄
冠
を
射
止
め
ま

し
た
。

　
「
他
の
出
場
者
の
英
語
が
聞
け

た
ら
と
、
勉
強
の
つ
も
り
で
ト
ラ

イ
し
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

大
会
に
臨
め
た
の
が
良
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
」
と
、
美
華
子
さ
ん
。

勉
強
方
法
は
、
学
校
で
の
授
業
が

主
で
、
家
で
は
予
習
・
復
習
程
度
。

　
　
　
英
会
話
を
習
う
と
か
、
特

　
　
　
別
の
勉
強
方
法
を
採
り
入

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
の
大
和
撫
子
で
す

　
「
中
学
校
か
ら
の
基
礎

が
で
き
て
い
る
。
特
に
発

音
・
発
声
が
素
晴
し
い
．
、
」

と
、
指
導
に
当
っ
た
大
津

先
生
。
美
華
子
さ
ん
は
小

学
校
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い

始
め
、
現
在
は
合
唱
部
に

所
属
。
　
「
音
楽
が
好
き
。
」

と
、
発
音
・
発
声
が
素
晴

し
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
弁
論
の
テ
ー
マ
は
、
ク
ラ
ス
内
の

身
近
か
な
出
来
事
に
絞
り
、
夏
休
み
．

中
に
構
想
を
練
り
、
休
み
の
終
り
に

原
稿
を
｝
気
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　
「
私
達
の
歌
声
の
響
き
は
、
私
達
の
・

心
と
魂
の
響
き
。
私
達
が
勝
ち
取
コ

た
銀
賞
は
、
私
達
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
ク

ラ
ス
の
和
）
と
友
情
の
大
き
な
証
し

と
し
て
在
り
続
け
ま
す
。
」
　
「
コ
ー

ラ
ス
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と

は
、
よ
り
大
き
な
喜
び
、
な
ぜ
な
ら
、
．

私
は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
共
に
、
音

楽
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
た
か
ら
…
。
」
1
論
文
の
フ
レ
ー
ズ

で
す
。
学
校
を
挙
げ
て
の
合
唱
祭
、

美
華
子
さ
ん
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
担
当

し
、
音
楽
を
通
じ
て
ク
ラ
ス
の
和
が

広
が
っ
て
い
く
様
子
を
分
か
り
や
す

い
英
語
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
美
華
子
さ
ん
は
、
控
え
目
な
方
で

す
が
、
負
け
ず
嬢
い
の
努
力
家
。
校

内
で
は
委
員
を
務
め
る
な
ど
現
代
風

　
　
　
　
　
　
　
。
趣
昧
は
、

ビ
ア

ノ
、
読
書
、
音
楽
鑑
賞
、
テ
ニ
ス
。

学
科
で
は
、
国
語
が
苦
手
で
理
数
系

が
好
き
と
い
う
美
華
子
さ
ん
。

　
将
来
の
夢
は
？
と
の
質
問
に
「
ま

だ
具
体
的
に
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
学
へ
進
ん
で
医
療
関
係
の
道
に
準

み
た
い
．
、
．
」
と
、
限
り
な
い
可
能
性
を

秘
め
た
若
い
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
広
報
十
月
号
に
の
せ
た
近
世
以
前

　
の
山
城
の
紹
介
の
続
き
で
す
。
ゆ
三

　
沢
の
一
一
一
沢
城
。
こ
の
城
に
つ
い
て
は

　
広
報
九
月
号
に
詳
し
く
述
べ
た
。
こ

　
の
城
の
築
城
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
こ

　
ろ
平
泉
の
藤
原
泰
衡
の
郎
党
に
よ
っ

　
て
造
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
自
石
地

　
方
の
山
城
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の

　
の
］
つ
で
あ
ろ
う
。
㈲
大
町
の
大
町

　
城
。
大
鷹
沢
中
学
校
の
東
南
に
あ
る
。

　
本
丸
部
分
が
約
五

『
五
〇
坪
ほ
ど
あ
り
、

今
は
雑
木
山
に
な

つ
て
い
る
。
白
石

地
方
で
最
も
早
く

か
ら
知
ら
れ
た
豪

　
　
　
　
か
す
　
え

族
の
大
町
主
計
の

居
城
だ
っ
た
と
い

う
。
大
町
氏
の
子

孫
は
伊
達
家
の
］

族
と
し
て
藩
政
時

代
は
胆
沢
郡
金
ヶ

崎
要
害
（
岩
手
県
）

』　

」

［
二

い
た
と
い
わ
れ
る
。
⇔り
内
親
の
内
親

　
　
ね
　
　
　
た
て

城
。
根
城
館
（
山
）
と
も
い
う
。
東

北
線
城
山
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
山
上
に

あ
っ
た
。
本
丸
囲
い
の
面
積
約
一
、

O
O
O
坪
、
今
も
山
城
の
姿
が
よ
く

　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　
ド
マ
レ
つ
い
な
　
は

残
っ
て
い
る
。
宮
内
因
幡
の
居
城
で

戦
国
期
の
記
録
に
も
出
て
く
る
。
宮

内
氏
は
最
初
、
蔵
王
町
宮
に
居
り
、

　
　
　
　
　
　
し
ん
　
ち

後
に
駒
ヶ
峯
（
新
地
）
の
領
主
。
矧

　
　
　
か
ホ
き
コ
エ
う
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
じ
ん
だ
て
ト
て
へ

津
田
の
冠
木
城
、
ゆ
同
、
天
神
楯
城
。

　
　
　
　
　
　
　
冠
木
城
は
白
川
中

　
　
　
　
　
　
　
学
校
の
そ
ば
で
、

　　　⑦

刈田17か城（2

の
領
主
で
あ
っ
た
。
耐
郡
山
の
郡
山

城
。
東
北
線
下
り
列
車
の
窓
か
ら
仙

台
方
面
に
向
っ
で
、
右
側
「
酒
は
犬
七
」

の
看
板
が
あ
る
山
．
．
こ
れ
も
大
き
い

山
城
で
本
丸
部
約
一
、
四
〇
〇
坪
ほ

ど
。
盛
岡
藩
主
南
部
氏
の
先
祖
が
盛

岡
に
下
る
と
き
、
こ
の
城
に
一
時
、

居
た
と
の
伝
え
が
あ
る
。
真
偽
は
不

明
控
げ
賜
所
が
ら
要
害
の
地
で
古
代

の
東
街
道
は
こ
の
下
を
北
に
向
っ
て

遠
藤
甚
七
郎
の
居

城
、
天
神
楯
城
は

天
神
社
が
あ
る
山

で
山
崎
隠
岐
の
居

城
。
と
も
に
小
規

模
な
山
城
だ
が
、

柴
田
郡
大
河
原
、

金
ヶ
瀬
か
ら
大
町

や
三
沢
方
面
へ
抜

け
る
道
筋
を
押
え

る
要
地
に
あ
っ
た
．
．

⑩
小
原
の
岩
井
倉
城
。
小
さ
い
山
城

で
氏
名
も
不
明
の
領
主
が
籠
っ
た
と

し
て
あ
る
．
臼
．
こ
れ
ら
の
山
城
は
そ
れ

ぞ
れ
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
不

明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

プ2

イ
ド
ル

わが家めフ

、－

鈴木潤一ちゃん（福岡深谷）

光正さん、ゆきいさんの長男

ママからひとこと

”た1ましく、思いやりの

　　　　ある子に育ってネ〆’

「大きなかぶ」

　ささき　かおり（白二小1年）

』
　
丸

　
　
　
魯
歪

た
嶺
》

醜
身
、

　　∫鑑＿　　 JTぜ』　’』i・ 一

　　　　　　～
　　　嘱讐奮
　　「学校のまわりの風景」

　　松下　恵美子（深谷小6年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）

へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

草
叢
に
鳴
く
虫
の
音
の
身
に
泌
み
て
今
宵
送
り
火
時

か
け
て
焚
く
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

足
裏
に
程
よ
く
痛
き
藁
草
履
水
色
鼻
緒
に
亡
き
母
を

想
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

シ
ベ
リ
ヤ
を
想
出
し
て
か
老
夫
は
「
帰
り
船
」
聞
き

つ
つ
眼
を
閉
じ
て
を
り
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

塀
ぞ
い
に
萌
え
る
雑
草
抜
き
と
ら
ず
野
道
ふ
む
ご
と

憩
ひ
の
場
と
す
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

酷
し
さ
の
残
る
暑
さ
を
さ
け
な
が
ら
見
上
げ
る
空
に

鰯
雲
浮
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

久
々
に
帰
国
せ
る
娘
は
古
里
の
水
は
美
味
し
そ
涙
ぐ

み
た
り
　
　
　
し
と
は
ぐ
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

刈
り
取
り
を
前
に
控
へ
て
黄
金
な
す
稲
穂
は
重
く
風

に
波
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

し
の
び
足
に
ト
ン
ボ
を
追
い
し
幼
児
の
足
に
重
た
き

夫
の
皮
靴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

蓬
の
根
堀
り
て
薬
を
つ
く
ら
ん
と
土
用
の
真
昼
夫
と

連
れ
だ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

病
廊
の
傍
に
揺
る
る
自
萩
の
小
花
す
が
し
く
再
診
に

ゅ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

「
評
」
一
首
目
今
年
も
過
ぎ
ゆ
く
盆
の
送
火
を
作
者

　
は
時
間
を
か
け
て
焚
く
・
近
く
の
草
叢
に
は
心
に

　
し
み
る
よ
う
に
虫
が
鳴
い
て
い
る
、
す
で
に
秋
の

　
気
配
で
あ
る
。
二
首
目
今
は
亡
き
母
が
つ
く
っ
た

　
も
の
で
あ
ろ
う
か
藁
草
履
の
感
触
が
読
む
も
の
に

　
つ
た
わ
る
よ
う
に
情
感
が
あ
る
。
三
首
目
田
畑
義

　
夫
の
「
帰
り
船
」
を
聞
き
な
が
ら
復
員
の
頃
に
想

　
を
は
せ
る
夫
、
苦
労
し
た
シ
ベ
リ
ヤ
の
時
代
を
思

　
い
作
者
も
共
に
泪
し
て
聞
く
歌
で
あ
る
。

川
股
　
兵
三
選

俳
　
壇

地
の
ほ
て
り
癒
し
て
駅
雨
す
ぎ
ゆ
け
り
　
佐
藤
善
夫

（
評
）
朝
の
月
の
ま
だ
空
に
残
っ
て
い
る
暁
、
出
勤
す
る
夫
の

　
背
の
大
き
さ
を
た
の
も
し
く
感
じ
た
妻
で
あ
っ
た
。

出
勤
の
夫
の
背
大
き
朝
月
夜
　
　
　
　
　
鈴
木
民
子

（
評
）
朝
の
月
の
ま
だ
空
に
残
っ
て
い
る
暁
、
た
く
ま
し
く
大

　
き
な
出
勤
の
夫
の
背
の
大
き
さ
を
た
の
も
し
く
感
じ
た
妻
で

　
あ
っ
た
。

西
日
さ
す
熱
気
と
競
い
油
蝉
　
　
　
　
　
日
下
　
文

（
評
）
午
後
の
西
日
の
当
る
熱
気
は
い
よ
い
よ
き
び
し
い
、
油

　
蝉
は
こ
れ
と
競
い
あ
っ
て
激
し
く
，
晴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
返
る
白
き
葉
裏
の
葛
の
花

葛
の
葉
や
風
に
揺
れ
つ
2
具
白
な
る

葛
の
花
夫
と
あ
ゆ
み
し
散
歩
路

誰
禦
の
坂
道
長
し
葛
の
花

盆
休
み
土
産
に
重
い
物
ば
か
り

真
中
に
紅
き
し
に
け
り
花
木
僅

観
光
の
空
ゆ
く
旅
や
秋
晴
る
る

◎
次
回
は
刈
田
、
柿
、
冬
紅
葉
で
作
句
下
き

　
佐
藤
周
子

　
太
田
敏
子

高
橋
和
歌
子

　
青
木
良
子

　
鈴
木
い
く

阿
部
み
さ
子

　
高
子
右
近

◎
十
一
月
の
例
会
は
十
↓
月
二
十
四
日
曲
十
二
時
半
よ
り
中
央

　
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

鈴
木
貞
二
選

プ3



公民館だより

仙南地方2市7町の公民館が、

それぞれ開設指導している絵画教

室や絵画サークルの同好者の作品

の展示会です。

〉日時11月15日（翁～17日（日）

　　午前9時～午後4時
レ会場　川崎町公民館

〉主催　仙南公民館連絡協議会

レ日時11月3日（日）～4日㈲

1〉場所　深谷公民館

〔展示の部〕

○菊花展示・書道展示○手芸・

生花展示○わが家の味自慢コー

ナー（試食可）

〔催しもの〕

○「素人カラオケ大会」11月3

日午後1時から（無料）

○地元特産品展示・即売コーナー

鰍繭麟羅
　　一

　　　　ド　　　　｝
　　　　『
　　　　、　『，r

ヤ　 曹　

　　　1

」
．
施
札

豊
．
噸
撫
島

　
、

，
勘
か

眺
轟

轟
、

▲第29回白石市小学校体育祭（10月3日）

図書館

　　　　　“、　一　　1　1
　実りの秋、食欲の秋、スポーツ

の秋、そして読書の秋もいよいよ

f朶まって……。

　夕食後の大切なひととき、今こ

そ日頃、読みたい本をじっくり味

・わう時、またこの時期は読みたい

、本を探し出し、読書の楽しみを発

見する時でもあるのです。図書館

ではさまざまな本を揃えています。

ゆっくり選んで読書の秋をお楽し

みください 、

10鷲灘契轟黎灘
　もの、料理、健康など）。

，○年宋から年始にかけての忙しい

家事に合わせて、大掃除、おせ1

　ち料理の準備に役立つ本など。　：

o年賀状の準備に役立つ、版画、　，

　カット集、墨彩画などの作り方i

の本など。

そのほか、クリスマス、お・正月を1

前に、楽しい絵本や童話の本、ブ1

　　　　　　　　　　1レゼントの作り方、楽しい遊びの
　　　　　　　　　　1本なども揃えています。　　　　1

　　　　　　　　　　1

ジテーマ「子どもの絵本について」1

〉講師　みやぎ親子読書をすすめi

　　　　　　　　　　ヒる会会員　宮城県図書館・司書1

平形健一氏　　　　　1
　　　　　　　　　　1〉日時昭和60年11月21日（木1

　　午前10時～正午　　　　1

〉場所　白石市図書館　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　ホ〉主催白石絵本を楽し絵i

〉後援　白石市図書館　　　　　1

月曜日～土曜日、午前9時～午1

　　　　　　　　　　『後5時
休館日は日曜、祝祭日、月末。i

離
図
書
館

　
　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

　バ7十

ー
マ
ン
ス
＾
へ
間
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倥
藤
　
綾
子

極
楽
向
伊
土
の
起
源
　
　
　
杉
山
　
二
郎

古
代
の
日
本
と
朝
鮮
金
陸
寿

愛
ふ
り
返
る
時
　
　
　
　
山
田
　
富
也

ひ
た
す
ら
に
生
き
て
宮
城
庶
民
伝
且

　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
仙
台
放
送
局

満
州
脱
出
　
　
　
　
　
　
武
田
　
英
克

干
へ
針
　
　
　

森
南
海
子

人
の
子
犬
の
子
　
　
　
　
森
永
　
良
子

最
新
の
ビ
デ
オ
　
日
本
放
送
出
版
協
会

聖
断
－
天
皇
と
鈴
木
貫
太
郎
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
藤
．
　
一
利

2
0
0
1
年
小
事
典
　
　
吉
田
夏
彦
外

お
弁
当
づ
く
り
ヘ
ッ
と
韓
く
秘
訣
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
か
つ
代

オ
ー
ト
マ
チ
ノ
ク
車
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
英
三

チ
ャ
し
ン
ジ
、
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ
ー
レ
ン
ス
西
村

新
食
糧
革
命
　
　
　
朝
日
新
聞
科
学
部

生
涯
楽
し
め
る
や
さ
し
い
シ
ェ
f
ブ
ア

ソ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
清
子

唐
櫃
戸
か
ら
と
》
の
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
ミ
ド
リ

シ
ョ
ー
シ
君
の
時
代
は
胃
袋
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
さ
だ
お

忠
臣
蔵
と
は
何
か
　
　
　
丸
谷
　
才
一

八
十
歳
の
宣
言
　
　
　
住
井
す
ゑ

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
子
守
唄
を
歌
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
推
裕

第
四
帝
国
　
M
・
リ
ン
7
レ
イ
タ
ー
他

M
の
悲
劇
　
　
　
　
　
　
夏
樹
　
静
子

冬
の
ひ
ま
わ
り
　
　
　
　
五
・
不
　
寛
之

英
雄
た
ち
と
墓
　
　
　
　
サ
　
ペ
　
ト

親
子
で
乾
杯
！
　
　
　
　
ア
ン
・
萌
夢

他
人
の
ま
ま
で
　
　
き
た
や
ま
沿
さ
む

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
　
北
山
　
　
亮

　
子
ど
も
の
本

M
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
全
3
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
む
ら
か
ず
お

え
ほ
ん
・
生
物
の
せ
か
い
全
1
0
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
　
心
　
社

お
か
し
な
う
そ
つ
き
や
き
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
野
　
栄
子

マ
ン
ガ
で
お
ぼ
え
る
小
学
こ
と
わ
ざ
辞

典
　
　
　
　
　
　
　
　
旺
　
文
社

日
本
の
科
学
技
術
史
も
の
が
た
り

　
6
冊
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
三
郎

鐘
を
つ
く
る
　
　
　
　
　
石
野
　
　
亨

タ
ー
ニ
ャ
の
日
記
　
　
　
早
乙
女
勝
元

15

第8回白石市交通安全市民大会

11月19日㈹午前10時中央公民館

自石市社会福祉大会　11月22日㈹午時1時中央公民館

の
す

蓄
ま
じ

貯
り
か

税
わ
目

課
変
剛

非
が
ー

の
き
年

子
続
q

利
手

　
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
へ
お
金
を
預
け
る
と
き
、

マ
ル
優
や
特
別
マ
ル
優
制
度
が

あ
り
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
と
、
利
子
に
税

金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
郵
便

貯
金
の
利
子
に
は
税
金
が
か
か

ら
な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
『
年
一
月
一
日
か

ら
、
こ
の
手
続
き
が
少
し
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
改
正
の
内
容
を
説
明
し
ま

し
よ
｝
つ
。

住民票の写し　i1訊確認を受けようとする日
　　　　　iの6か月以内に作られたもの、

医口　金監　言正　日月

保　険　証

年金手帳
免許証i藷へ確認控日に有効なも

　
　
　
　
マ
ル
優
制
度
の
適
用
を
受

－
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
け
る
た
猷
、
の
本
入
確
認
の
手

続
等
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た

　
（
山
菲
課
税
貯
蓄
申
告
書
を
提
出
し

　
よ
う
と
す
る
際
、
住
民
票
の
写
し

　
な
ど
〔
表
参
照
）
所
定
の
書
類
を

　
提
示
し
て
氏
名
、
生
年
月
日
お
よ

　
び
住
所
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
・
・
な
り
ま
し
た
。

②
金
融
機
関
等
は
、
告
知
さ
れ
た

事
項
を
確
認
し
た
場
合
は
、
非
課

税
貯
蓄
申
告
書
等
に
確
認
を
し
た

旨
の
証
印
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

　
　
　
　
こ
の
取
り
扱
い
峯
昭
和
　
特
別
マ
ル
優
の
場
合

2
　
、
　
　
　
　
ー

　
　
　
六
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に

預
け
入
れ
を
す
る
預
貯
金
等
に
つ
い
　
　
特
別
マ
ル
優
制
度
を
利
用
す
る
場

て
適
用
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
含
に
は
、
マ
ル
優
制
度
と
同
様
に
、

3
昭
和
六
庫
＋
二
亘
二
什
所
定
の
交
確
認
の
手
続
、
、
．
、
が
必
要

　
　
　
一
日
以
前
力
ら
マ
ル
優
を
和
　
と
な
り
ま
し
た
。

用
し
て
い
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
】
　
　
こ
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和
六
十
一

年
一
月
一
日
以
後
新
た
に
預
貯
金
な
年
一
月
『
日
以
後
に
購
入
す
る
公
債

ど
の
預
け
入
れ
な
ど
を
す
る
と
き
に
、
に
つ
い
で
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

新
た
に
本
八
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
　
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
に
つ
い
て
は

受
け
た
上
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
を
　
マ
几
．
優
制
度
の
場
含
と
同
じ
で
す
．
、

再
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
・
】
～

ヨ
ξ
三
・
＝

多
き
ー
＝

』

け
麓
搬
難
艶
離
郵
便
貯
金
の
場
合

．
提
出
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・
「
～
　
：
』
：
二
～
　
一
＝
三

－
一

　
①
マ
ル
優
を
利
用
し
た
普
通
預
金
　
　
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
も
、
昭
和
六

　
等
の
利
子
や
給
与
な
ど
の
振
替
に
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
預
け
入
れ

　
よ
る
預
け
入
れ
（
自
動
振
替
定
期
　
を
す
る
際
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
所

　
預
金
な
ど
）
で
、
昭
和
六
十
三
年
　
定
の
書
類
を
提
示
し
て
氏
名
、
生
年

　
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
預
け
入
　
月
日
お
よ
び
庄
所
を
告
知
し
、
通
帳

　
れ
を
す
る
場
合
。
　
　
　
　
　
　
　
等
に
確
認
を
し
た
旨
の
証
印
を
受
け

　
②
預
貯
金
の
書
替
継
続
に
よ
る
預
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

マ
ル
優
の
場
合

け
入
れ
で
、
昭
年
六
十
一
年
一
月

一
日
以
後
最
初
に
預
け
入
血
を
す

る
場
合
。

　
な
お
、
二
回
目
の
書
替
継
続
の

時
期
が
昭
和
六
十
六
年
二
月
　
日

以
降
で
あ
る
場
合
に
は
、
昭
和
六

十
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
非

課
税
貯
蓄
申
告
書
を
再
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
、
．

ブ4



ン物
　　lr1・　’：　　　　1功IF7菖

　地震・津波・地滑りなど、人命

や財産に大きな影響を及ぼす重大

な災害の情報をいち早く確実にお

届けするのが新しくスタートした

緊急警報放送です。

　この放送は

◎東海地震等の警戒宣言

◎津7皮警報

　が発せられたときにNHKの全

部の放送で、また

◎地方自治体の長からの避難命令

　などの放送の要請

　があったとき総合テレビ、ラジ

オ第1、FM放送でおこなわれま

ます。

　この放送の受信は

普通の受信機なら受信機の動作中

はピロピロという警報音につづい

て警報内容が聞けますし、

緊急警報受信機なら自動的に動作

して警報音が鳴ったり、警報内容

が聞ける、というようになります。

　ただ、自動動作をさせるために

は、電源に接続しておくことと、

ダイヤルをNHKに合わせておく

ことが必要です。

　また、毎月おこなわれる試験放

送で確認することも大切です。

　詳しいことは、NHK仙台放送局

までお間い合わせください。

暖かさが恋しい季節です

火の取り扱いには十分注意を

　　　　　　‘社二－』1

　　　　汽，1、．・』ll

　　　　挑
　　　　hL　君κ
　／φ

　　　　　へ

’

l　I一

指
眉
　
　
超

17

　1　」　1　1　1　」　・　 　！　il　J　』　，

官公庁だより
　i1　　』1　巳　1　　　1

L二論暴
　所得税の予定納税第二期分の納

期は、1！目1日働から11月30日（土）

までです。

　納税は期限内に済ませましょう。

しこ上竺 協 計μ1
　　　　　大河原地方県事務所

　飲食店や旅館を利用したときは、

料理飲食等消費税が課税になりま

す。公給領収証は、経営者が税金

を受け取った「しるし」として利

用者に渡すもので、料金の内訳が

記載されていますので明朗会計に

なります。利用料金を支払ったと

きは、必ず公給領収証をお受け取

りください。

　　　　　　　　　　1、♂み
　　　　　　　　　　▼　　　　　“　　　　　

r；畠　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　」 l神　
ノ

　　　　　　　　国民金融公庫

　国民金融公庫では、ただいま「年

末資金」のご相談を承っておりま

すが、貸付利率は「年7．0％」とご

利用しやすくなっています。

　年末・年始商品の仕入、ボーナ

スや諸経費の支払い、支払手形や

売掛金の決済資金などにお役立て

ください。ご融資の条件は次のと

おりです。

〉融資額　2，500万円以内

〉融資期間　運転資金　5年以内

　　　　　　設備資金　10年以内

〉利率年7．0％

※このほか業種・使途により、3，

500万円までご利用いただける制度

もあります。詳しくは、国民金融

公庫仙台支店ao222－22－5171へお

問い合わせください。

お年玉つき年賀はがき
　11月5日発売　　白石郵便局

　雇用保険制度は、労働者のみな

さんが失業した場合に、生活を安

定させ、安心して仕事が探せるよ

う援助する制度です。っまり、就

職しようとする意欲と就職できる

能力がありながら仕事がなく、実

際に仕事を探している人にかぎっ

て、就職するまでの一定期間、雇

用保険は支給されます。

　「不正受給」をすると、不正に

受給した金額の2倍の金額を返納

しなければならない場合や詐欺罪

などにょり処罰されたりすること

もあります。

　雇用保険を受けるためには、い

ろいろなルールがあります。この

ルールを守って正しく受給しまし

よフo

　　　　　寿鶉、

　　　　　　　　　白石営林署

　空気を浄化する、きれいな水を

はぐくむ、災害から暮らしを守る、

心身を安める森林浴など森林の持

つ働きが見直しされています。

　国有林は大切な緑の森林づくり

にみなさんと共同で行うため「分

収育林制度」を発足させました。

この制度は植えてから、約30年生

のスギ人工林についてみなさんの

国有林との間で共同で育てる契約

を結びます。希望される方は一口

当たり50万円を負担していただき、

森林の共有者となり、契約で定め

た伐採時（約20年後♪に成育した

立木を販売し、その売払代金を折

半するものです。

　ことしは「国際森林年」です。

緑づくりにみなさんの参加をお待

ちしています。なお、募集期間は

10月下旬～12月下旬です。

　詳しくは、白石営林署庶務課費

5－2141へお問い合わせください。

良」．、管歯ナ壬1称1・　ど　　寧

〉日時　昭和60年11月17日（日）

　　　　午前10時～午後3時

〉場所　勤労青少年ホーム

1〉内容　作品展示：書道、小原流、

　池坊他発表：民謡、日本舞踊他

　催し物　着付（ファッションシ

　ョー）、カラオケ大会（自由参加、

　賞品付）　食堂1カレーライス、

　う一めん、みそおでん他

』』〕，5ノメギ詞綜識病瞬1

　昭和61年4月1日に採用の職員

を次により募集します。

〉職種及び採用人員　看護婦5名

レ受験資格　白石市、蔵王町、七

　ケ宿町の区域内に居住し、高等

　看護学校等の卒業または卒業見

　込みの者で、看護婦の免許証を

　取得または取得見込みの昭和33

　年4月2日から昭和41年4月1

　日までに生まれた者。

〉第一次試験　昭和60年11月26日

　㈹　午前9時から正午まで

〉試験会場　公立刈田綜合病院・

　大会議室（新館1階）

〉受験手続　受験申込用紙は、公

　立刈田綜合病院・庶務課人事係

　に用意した用紙を使用し、所要

　事項を記入し提出してください。

〉受付期間　昭和60年11月11日（月）

　から昭和60年11月16日（土1（郵送

　の場合は、11月16日消印有効）

レ受付時間　平日：午前8時30分

　～午後5時　土曜日：正午まで

〉問い合わせ先　白石市字桜小路

　30　公立刈田綜合病院・庶務課

　人事係智5－2145（内線206）

※受験申込用紙の請求等を郵便で

行う場合は、宛先明記の返信用封

筒（60円切手貼付）を同封してく

ださい。

．1概凶1輯〕鋭，1｝そ．6．1冨ジFl

　ぎ乳麻弩ヲ．い1　・いr

　旧寿山市営住宅の土地、建物を

一般競争入札により売払いいたし

ますので、ご希望の方ば、入札に

参加されるようお知らせします。

〉市営住宅の所在　白石市寿山22

　の40

レ売払物件　土地（宅地）146．25㎡

　建物（木造セメント瓦葺平家建）

　31，73㎡

〉現場説明　11月13日午前10時

　白石市役所第3会議室

〉入札　11月19Ei午前10時

　白石市役所第3会議室

※詳しくは、白石市役所管財課

　（内線302）へどうぞ。

幽一 費拶緩論座憂言肴、．

　白石高等技術専門校では、一日

技能講座を次により開催します。

みなさんの参加をお待ちいたします。

レ実施日時　昭和60年11月10日（日）

　　　　　　午前9時～正午

〉講座名　〔自動車整備講座〕10名

　「冬場に備えての点検整備」

（当日は、車でおいでください。）

　〔日曜大工講座〕20名　　「大工

　道具の使用法と簡単な木工品の

　製作」　（当日は、盆栽台を製作

　する予定です。）

1〉受講料　無料

レ申し込み　ハガキか電話で白石

　高等技術専門校（自石市緑が丘

　1－5奮5－2444）へお申し込みく

　ださい。

※準備の都合上、定員になりしだ

い締切らせていただきます。

　　　　　　一らメ」り一

　田畑の中に設けられたいくっか

のゲートを通過して最も短い距離

で完走するクロスカントリー（断

郊競走）大会を行います。市民の

皆さんのご参加をお願いします。

》日時　11月10日（日）午前9時

　雨天の時は23日（土）になります。

1〉場所　福岡小学校校庭

　　　（スタート・ゴール）

〉資格　小学4年生以上の方なら

　どなたでも参加できます。

》申し込み　11月5日（火）まで、市

　教育委員会社会教育課内雪5－21

　11（内線411）鈴木清重までお申

　し込みください。

コ　　・ラーテ 1タ／1！紳室

〉内容　室内に飾る椿の花製作

　　　　（見本あり）

〉日時　昭和60年11月13日（水）

　　　　午前9時～午後3時

〉場所　働く婦人の家

レ募集人員　20名

〉申し込み　働く婦人の家奮5－50

　95へ11月12日（火）までお申し込み

　ください。

麟版画教冨

レ内容　お正月用年賀はがき製作

〉日時　昭和60年11月29日〔釦

　　　午前9時30分～午後3時

レ場所　働ざ婦人の家

＞募集人員　20名

〉申し込み　働く婦人の家暦5－50

95へ11月26日（火ぽでお申し込み

　ください。

働く婦人のi家まつり
t
　恒例の働く婦人の家まつりが開

1催されます。ことしも盛りだくさ

1んの行事を行いますので老若男女

問わずお誘い合わせのうえご来館

iください。お待ちしております．

〉日時　11月17日（第3日曜日）

　　　　午前10時～午後4時

〉場所白石市働く婦人の家　1

＞内容　作品の展示、お茶席、食！

　堂、手作り作品の即売。

一催しもの一　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　マジックショー、シェィプァッ1

　プ体操、ママさんコーラス、民1

　謡おどり、社交ダンスなど。　i
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iお．．し ・らせ

容5よ2髄111代袈）

　市役所の所在地・

　i了989→2．

白石市字桜小路3ぢ

国民年金

　一種別確認の届出を忘れずに一

　昭和61年4月からの国民年金法

改正の実施に備えて、第三号被保

険者の種別確認届出の受付が、11

月1日から始まりました。

　この届は、現在国民年金へ任意

に加入されているサラリーマンの

奥様が、第三号被保険者として取

り扱われるための大切な届です。

届出用紙（国民年金任意加入被保

険者現況届書といいます♪は、11

月初めまでに社会保険庁から直接、

任意に加入されている奥様あて郵

送されます，）用紙が届きましたら、

厚生年金保険または船員保険に加

入しているご主入に扶養されてい

る奥様は、所要事項を記入のうえ、

ご主入の勤務先で確認を受け、忘

れずに提出してください。提出期

限は、昭和61年1月31日までとな

っています。もし、届出を忘れま

すと、引き続き保険料を納めてい

ただくことになったり、将来、年

金が受けられな・1なったりします

ので十分注意してください，

　なお届出を行った後に、ご主入

から扶養されな1なったとき、ご

主人力腿職し厚生年金保険（船員

保険）の加入者でな・1なったとき、

ご主人が転職し加入年金制度が変

わったときなどは、必ず届出を行

ってください。

※届出先・問い合わせ先は、市役

所市民課国民年金係、または各出

張所、分室です。

　　　　　 　 ∴ゴ』 ，1－bl

　宮城県身体障害者福祉協会は、

県下各支会・分会に結婚相談員を

置き、身障者の結婚を推進してい

ます。このほど、白石支会におい

ても障害者同志の婚姻第1号が誕

生しました。

　結婚等でお悩みの方は、ぜひご

木目言炎ください。

〉白石支会結婚相談員

　　本多　保一　督5－9488

ブロンズ　青少年群像

　　　　　　　うた
「若き日の詩」除幕式

〉日時　11月9日1士1午後1時30分

》場所　新幹線臼石蔵王駅前広場

　”みんなの力でブロンズを”を

含言葉に、4万市民侍望び）新しい

白石の煩づくりとして取り組んだ

市民運動の成果が、1、斗よいよ達成

します。

　当日の除幕式への市民のみなさ

まのご参集をお待ちいたします、

一新しい白石の顔をつくる

　　　　　　　　　市民の会一
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　ことしから『パートタイム労働

旬間11月1日～11）日』が設けられ

ました。パートダでムで働く場含

やパートダfマーを採用する際に

は働く条件をはっきりきめましょう・

　雇入れ通知書の交付、書面によ

る労働契約の締結、就業規則の交

付などにより賃金・労働時間等を

明確に！

※詳しくは、宮城労働基準局・監

督課、宮城婦人少年室、宮城県商

工労働部職業安定課へお尋ね・くだ

さい。

　司〆1盲寿ノ・ヒ舎ll．1「、㌧1

　宮城労働基準局では、県内で働

くすべての労働者に適用される「宮

城県最低賃金」を改正しました。

　この改正により、昭和60年10月

24日以降は、従業員に支払う賃金

を1日3，236円（賃金の大部分が時

間によって定められている者につ

いては、1時間405円）以上としな

け’れはごなりません。

　なお、この最低賃金には、精皆

勤手当、通勤手当、家族手当の3

手当は含まれておりません。

　そのほか、精神または身体の障

害により著しく労働能力が低い方

とか、ごく簡単な業務に従事する

方など、最低賃金を適用すること

が必ずしも適当でない場合につい

ては、労働基準局長の許可を受け

れば、個別に適用除外が認められ

ています。

　詳細については、宮城労働基準

局賃金課盈0222－22－71）59または、

最寄りの労働基準監督署にお問い

合わせくださ1、㌔

　市民のみなさんに葉ぼたんを差

しあげます。街頭や店先に飾って

ください。

》期日　11月10日（日）から10日間

レ受付場所　中町まつのスポーツ店

レ要領　1人2本（赤・白）50人分まで

〉主催　白石市みどりの少年団

レ協力　自石市農林課

麹

　　一自分の健康は自分でつくる一

　レ日時　昭和60年11月16日（土）

　　　　　午後1時30分
・　レ場所　白石市民会館大ホール

　〔特別講演〕　「がんの予防について」

　レ講師　宮城県医師会臨床検査セ

　　ンター所長、宮城県成人病セン

　　ター名誉院長　二階堂昇先生

　〔がんパネル展〕　説明付き

　〉内容　がんの実態・病状・予防・

　　治療等　正午開場→午後4時

副 一暑鱒E抽虞

　経済的理由により、就学が困難

な児童生徒（小・中学生）の義務教

育の就学を確保し、その円滑な実

施に資することを目的としており、

申請が認定されますと、学用品費、

修学旅行費、校外活動費等が給与

されます。

　受給を希望される児童生徒の保

護者の方は「児童生徒の在学して

いる学校」、昭和61年4月小学校就

学予定児童については、「就学予定

小学校」に相談してください。

　申請される場合は、12月5日内

までに、申請書を学校に提出して

ください。（この申請は昭和61年度

分です）　一白石市教育委員会一

宮城県農業祭

〉日程　11月16日（土1～18日〔月1

レ場所　中新田町

就学時健康診断
　昭和61年度入学予定のお子きん

（昭和54年4月2日から昭和55年

4月1日までの出生者ナに対する

就学時の健康診断を次の日程で行

います。

　該当する保護者には、通知して

おりますが、まだ通知書が届かな

い場合、またはその他不明な点が

ありましたら教育委員会学校教育

課（内線413）へお問い合わせくだ

さい。なお、当日は約10名を1グ

ループとして、グループで験診室

を移動しますので、受付時間に遅

れないよう鳶いでください。

月　日

11月12日

13日

14日

15日

19日

20日

21日

22日

26日

27日

曜

火

水

木

金

尺

水

木

金

火

くオ

学校　名
ノ」、　原　ノ』、　学　季交

自石第一小学校

臼石第二小学校

越河小学校
斎　月！／」、　学　季交

福岡小学校

大平小学校

大鷹沢小学校

臼川小学校

深谷小学校

受傍時聞
12：00～12＝10

11：30～12＝00

11：30～12：00

12：00～12：10

12：00～12＝10

12：00～12：10

12：00～12：10

12：00～12：10

12100～12110

12：00～12：10

61年度白石市立幼稚園児募集
＼＼罪園名

事項＼＼

募集人員

募集期間

入園資格

入園願書
受付場所

入園願書

受付時間

その他

白石第一幼稚翻

117名

自石第二幼稚園

87名

昭和60年12月2日（月）～昭和60年12月9日（月）

聯齢満5歳児騰覇ll麹出生したもの

　　　　満4歳児lll離瑠目麹出生したもの

2♪白石市在住者であること。

3）自石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時～午後4時まで）

土曜日1午前9時～午前11時30分まで）
但し、日曜日は除く

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意して
　　あります。

2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。

　但し、5歳児は4歳児に優先します。
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　カメラ。ニユース

　　　　　　　　　蟹

　　　　　中学校体育祭

　　10月15日、白石市中学校の第29
　回体育祭が行われ、自石市営球場
　での開会式の後、種目ごとに市内
　8会場に分れ、野球、バスケット
　ボール、剣道など8種目に熱戦が
　繰り広げられました。各試合とも
　臼熱し、応援合戦も一段と熱が入
　りました。

　　　む’　　冨ご．『　参
　　　　　　　　　　＼’　　　　顎
　　　　　　　　　　　　　　慧　　欄『4榊、二》・ト、　　『諏

　　　　　　　もコで
　　　　　　、聾慧』》

　七つ道具でクリーン作戦！

　　10月9日、白石市南中（青木敏
　浩校長）で全校生徒約180人が参
　加して学校近くの馬牛沼周辺や国
　道4号沿いのクリーン作戦を行いま
　した。火バサミなど七つ道具を手
　に・生徒たちは手分けして空き缶
　などを拾い集め、環境美化に一役。

　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　』ヤ，
　　　　　　　　　　蕃茸」

　　　3年ぶりの写真展

　写真研究会集団新白石（遠藤清
会長）の写真展が、10月12・13日の
両日、市民会館で開かれました。、：

の写真展は、クラブ結成10周年を
記念して3年ぶりに開かれた作品
展で、訪れた市民はその素晴しい
作品群をじっくりと鑑賞しました。

休日急患当番医
月　日

11／3
4

10

17

23
24

内 科

加藤（司）医院（5）2001

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

刈田病院（5）2145

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

外 科

朝倉病院（5）2101

斎藤医院（5）1222

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062
加藤伏》医院（6）2653

※都合により変更になる場合もあります、

目† 談（11月分）

撫談区分

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

禾覚務率目言炎

消費生活
相　　　談

補聴　器
巡　　　回

サービス

婦’人季目言炎

無料法律
相　　　談

身　障　者

相　　　談

相談日

15

15

15

5・25

19

15

15

　15
毎週月・火・

水・木・金

リオン14・28

ニホン　15

15

15

11

閲土
呼

10＝00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：1）0

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15100

醗場

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

臼石市役所

白石市役所

4階会議室

所
室

役
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市
会

石
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白
第

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職嚢斡旋
来談される方は、事前に穂祉協

議会5－2111｛内線148）にご連
絡くださいつ

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等
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